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生きる力とは何か9とりわけ子どもの生きる力とは何か？それはどのように育まれるの
か？このことはいま多くの大人たちが関心を宮せている事である。

販神淡路大震災という未曾有の体験の中で。子どもたちの生きる力は方向を失ってとまど

い、弱まり。奪われていくようにも見えました。しかし、むしろ子どもたちぱ実にたくまし
くそれぞれの体験から学びとり。成長していきました。即ち、解決することが困難にみえた
大きな鰈題をたくさんの仲間とともに棄り越えていくことによって。むしろ目をみはるよう
な自己形成をはかっていったのです。

ここにその一つの体験が報告されます。大阪YWCAこころのケアプロジェクトが主倍する
「こうペキッズ・ビタミン1。プログラム」です。一言で言えば、阪神地域の子どもたちが。
パフォーマンス（さまざまな芸）を身につ99。旅芸人さながらに仮設住宅などの高齢者を訪
問する活動でした。一見半純に見えるこの活動は実に巧みな仕掛けに満ちていました。どの
ような仕掛けでしょうか？人閤を元気づけ。勇気づけていく仕掛けでありました。困離さの
中にあっても、子どもたちの生きる力は確実に育まれていくことができることをこの活動は
力強く示しています。勿論。このように諫題を乗り越えていくにあたっては。さまざまな環

境がていねいに作り出されていったことを見落とすことはできません。

その環境の最たるものは何だったのでしょう？
それが「愛の磁場」です。愛という言葉に抽象的理想論的なイメージをもつ人がいるか

もしれません。甘ったるいたわごとと感じる人もいるでしょう。しかし。我々の実践を頁摯
に振り返り、意昧づけたとき。私たちは「愛」以上にふさわしい言葉を今だ持ち得ていませ
ん。

私たちの発見はこうです。

人間という存在には愛というエネルギーが内在化されています。人間はもともとそのよう
なエネルギーをもっている存在なのです。しかし人生でいろいろな意昧での困難や課題に直
面し、時にそのエネルギ＿はなくなったかのようにみえる時もあります。今回で言えばまさ

に震災という体験がそうでした。大人も子どもも含めて多くの人々が一度はそのエネルギー
を失ったかにみえました。しかし、住民同志の助99合い、ボランティアとの交流、全回から
のさまざまな支援などの相互作用の中で、人間の本来もっている愛のエネルギーは高められ
ることを、さらに多くの人々が経験したのです。それは損助する債（。される側といった関係

を超えて双方に湧きあがるエネルギーでありました。このエネルギーが活発に相互作用して
いる時空。それが「愛の磁場」です。互いの持てるエネルギーを引き出し合い。引き出され
合うこと。その相互作用の中でエネルギーはますます大きく発揮されていきます。

さてその相互作用は実に複維につながりあうホリスティック（全体的な関係性をもったっ
ながり）な様相をみせています。単純で表雇的な様相であれば、この毅告書をつくる作業は

どんなに簡単であったでしょうか。 「愛の磁場」に起こっていることはあまりにも複雑なた
めに、私たちはひとまず多様な側面のひとつひとつからその現象を書きだしました。次にそ
のつながりを書いてみようとしました。これは難しい作業でした。皆様には、私たちの筆の
未熟さからたくさんの行問を読み敢って頂くことをお願いしなくてはなりません。しかしこ
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れもまた警き手と読み手とのホリスティックな関係を作り出すよいきっかけと考えて頂け
たら有難いです。

子どもたちは生まれながらに「生きる力」をもっています。子どもはまさに「いのち」そ
のものです。そのいのちを肯定すること、自己肯定感情（セルフエスティ＿ム）を育てるこ

とからすべては始まります。そして愛の磁場において、エンバワメント（関係の中で力を引
き出している状態）ぱ可能になります。生きる力を考える時、セルフエスティームとエンパ
ワメントのふたつは重妻な鍵でありました。
さらに子どもたちの生きる力を考える時、大人の生きる力を考えることから始めなければ

なりません。大人のセルフエスティームとエンパワメントを実現していくこと抜きには子ど
ものそれもありえないのです。

この報告書を通して、子どもたち、仮設住宅住民の方たち、リーダーたちスタッフたち
の相互関係で作り出された、こうペキッズビタミ］という「愛の磁場」を感じとって頂くこ
とができたら大変幸せに思います。そしてこの「こうペキッズピタミン］」の活勒が全国の

子どもたちのエンパワメントになにかしら役立つことを願っています。

この活動を実施するにあたっては本当にたくさんの方々のご支援ご協力を頂きました。そ

れもまた援助するされる関係ではなく、大変心地よい、対等なパートナーシップであったと
思います。お互いが自分のために、相手のために心を尽くしている関係でもありました。そ
うした関係をもつことのできたおひとりおひとりを思い浮かべながら深く感謝しておりま
す。出会ってきたあなたに、あなたに、そしてあなたに．

いま神戸の地では、仮設住宅が全面撤収される方向であわただしい移動が進んでいます。
復興住宅をはじめとする新たな住まいに転居していかれる住民のおひとりおひとりに幸多

かれと心から願っています。

震災から 5回目の春。
「地震がきても春くるもん」と歌い上げたメンバ＿の詩を思い出します。人間のいるとこ

ろ、いのちあるところに、いつに変わらず愛のエネルギーが内在化されており、厳しい冬の
あとにも花咲く呑が必ずめぐってくることを信じながらc

9あい9

1999年3月31日
日本YWCA
大阪 YWCA こころのケア~プロジェクト

こうペキッズピタミンI
関係者の気持ちを代表して金香百合

ピタミン1の命名の由来： ビタミンは人間に必要な栄養素ですが｀個体内で生成
できないものでもあります。でも、外から取り入れる
ことはできます。

人問に必要な「ピタミン愛」を互いに栄養補給しあう
ことを願って命名しました。
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本事業は平成10年度文部省「肖少年交流推進寧業」の委嘱を受けて1こうベキッズ地域復興ポラン

ティア活動事業jとして実施したものである』事業の概要は次のとおりであるr

，事業名
実施期閉

事業の趣旨

「育少年交流推進事業（国内青少年交流事業））事業の概要Iごうペキッズ・如虔復輿ポランティア活動事業 ヽ～~一

f 1998年6月13日～1999年3月31日

I 震災後における子供のこころのケアを、仮設訪問公演活動．のポラ戸万体験によ奴
実現する兵庫県下の他地域から集まった子どもたちが参加して、夏休みには「出会いとつ

！ながり」を感じる野外キャンブ、秋には仮設住宅、デイサービスセンター訪問のためのパフ

―—口し望こ乙信：ニィア体験学習の効果」を全国の青少年活動リーダー達と共有す
§_eとによって青少年自歴占翌；堕翌づくりの担い手であること？旦裳しを培っていく。

l実施主体

届ギ効c；；（青年函涵面（委員長高橋桑子）

I 
1大阪 YWCA王なのケア之9名元（委員長辻加代）

「”伽面ポラ矛祠
（代表・秋山佳子）

震災以降に仮設住宅を定期

訪問しているポランティアグル

ープである。

， 戸三三 1凜面賣□；少年9舌貶リ辺会
（代表北山祥子） （委員長高揖桑子）

子供のこころのケアを目指して ＇ 障害児のキャンプやデイプ

キャンプやデイプログラムなど ログラムなどを実施する資年

を実施している。 1 グルーブで構成されている。

大阪 YWCA教育総合研究所実施主体以外
の協力団体

実施主体の享
：務局・遮絡先

（ポランティア学習の効梁的実施lこついての助言や研修）
.,  

大阪 YWCAこころ0)ケア・プロジェクト担当荒Iii道
〒530-002ら大阪市北区神山町11 -；2'i'El, 06(636I)0838 F是 (636!）2999]

-、

阪神淡路大茜災以降｀兵庫県下に住む子供のここるのケア活勁を実施してきた経験

から、ポランティア活動の体験学習が効果的であることがわかってきた。

仮設住宅、デイサービスセンターヘの訪問公演活動によって高齢者との巽世代交！

流を行い、さらに手どものこころのケア問題解決に寄与することを願う n
！ 

も資少年団体•関係機関への報告書の送付
t衰災問連でのこころd)ケアに閲するネットワークでの菊告会や稼告書の送付

吋学校関係者への報告会の実施

-e--
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事 〇兵庫県下の子供の（こころのケア」に取り組む◇f参加者は、新聞を通じて公募した小 中学生 30人
内 0内容・(j)阪神間の青年によるポランティアリーダー会を組織する。
容 ②夏に、子どもの「出会いとつながりのキャンプ！を 1)92日で実施する。

/i 兵庫県下の他地域の子ども同士あるいは＇）ーダーとの出会いを通じて

方 人間関係づくりをはかる。

法 l ③秋に子どもの（仮設住宅訪問• 99。プr-？ンスキャンプ」を2泊3日で実施。
/I ダンス伝統芸能などのI9.9オーかを練習し、仮殷住宅、デイサーピ;センターヘの

参 I 訪問・公演によって高齢者の方々との世代間交流をはかる。

加’ ④冬に全国各地の青少年活動のリーダーが集まり、「子どものこころの

者 ケアとポランティア活約体験の効果Jについての成果を共有するc

等 〇方法・・青少年活動りーダーのもとで｀小グループによる集団生活とI9.99ーマ以練習や

仮骰等の訪問を行う。

①ボランティア・リーダー研修会

実 1 1 9 9 8年4月～ 19 9 9年3月 【参加人数 20人】

i 

施； 於大阪YWCA、西宮市立甲山教育キャンプ場 (8月9日～ 10日）

期
②出会いとつながりの夏キャンプ f甲山決戦

ー木と風と火の力をかりてみんなの力を合わせよう！」

1 9 9 8年8月29日～30日(1泊2日1 9参加人数 41人】

於西宮市立甲山教育キャンプ場

ぷ• ● 

③仮設住宅、デイナピスセン9ー訪問・パフォーマンスキャンプ「みんなの］でみちている」
1 8 8 8年11月,,日～ 9 3日19i93日） ［参加人数 57人l
於尼崎市立青少年いこいの家／仮骰しあわせの村住宅

／宝塚市立逆瀬台デイサービスセンター

④冑少年ポランティア経験交流の集い

r r = ] •愛 • E y e ．であい一歩いていこう、 Ko b eといっしょにこれからもー」
1 9 9 9年1月30 E~3 1日 (1泊2日） ［参加人数 47人］

於国立オリンビック記念青少年センター

0金香百合［大阪YWCA教育総合研究所所長］．、 ポランティア学習・子どもの
指＇ 自己肯定感情1ご詳しい教育者

導 〇小西聖子：東京医科歯99大学難治疾患研究所助教授］…トラウマ，メンタルヘ

助 ルスに詳しい精神99医
，言 〇西澤哲 ［日本社会事業大学助教授J・児童虐待，カウンセリングに詳しい
者 心理臨床家

0閾田幸之 ［東京医99歯科大学難治疾患研究所助手］ 子どものキャンプ療法に

詳しい精神科底

震災援のネどものこころのケア活動として、 19 9 5年2月より実施してきた「神

コ 戸キッズ・ビタミン L」の活動を、異世代間と他地域間交流の視点から、さらに展開
メ させる意図を持って企画したものです◇

ン 参加する被災児童の健全な育成をはかると同時に、プログラムを企固遵営する青年

ト ポランティアリーダーの社会参加を通じた自己の確立と他者への理解を目指す総合的

育成事業計ll!Jです。

-4 
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I2．事業にいたる経過 — ―- -7 
1)震災後の子どものこころのケアヘの注目 ・

1 9 9 5年1月17日未明におきた阪神淡路大震災によって、我々はそれまで経験しなか
ったたくさんの困難や課題、問題に直面させられた。

「こころのケア」はまさにその新たな問題提起のひとつであった。大きな災害を体験する
ことによって、人間は有形無形の甚大な影響を受ける。それは肉体的影響にとどまらない。

むしろこころに及ぽす影響は目に見えないだけに、むつかしく、困難なのである。

大阪YWCAでは、震災直後より緊急支援活動を
立ち上げた。現地の実態調査に始まり、緊急物資の

輸送、配給を開始し｀避難道路を徒歩で行き交う被
災者に湯茶サービスを実施し（被災者にとっては水
さえ入手するのが困難な時翔であったので喜ばれた）

物資配送に伴うポランティアを送り出した。

いわばこうした肉体的物理的被害に対する支援に
尽力する一方で、こころのケアに関する支援につい

ても検討し、準傭を進めていった。

そして避難所訪問活動という形をとる「こころのケア活動」が開始された。これが大阪Y
WCAこころのケアプロジェクトの始まりである。

この活動は、緊急災害時におけるポランティアによるこころのケア活動では日本で初めて
(/）ものとして大変注目を集める結景になった。（この経過については大阪YWCAこころの

ケア・プロジェクトの2冊の報告書に詳しく記戴。「聴くことから始まる！」「であいつな
がりわかちあい」）

この追難所訪問の活動実践の中で、我々は子どもたちの状況について危惧感をもつように

なった。まず学校そのものが避難所になっていた。先生たちは避難所の運営に忙殺され、保
護者たちもまた先行きの不安を抱えながら、今日明日の生活の建直しに奔走していた。あら

ゆるものが混乱のさなかにある中で、子どもたちは子どもなりにそうした状況の中に自分を
適応させていこうと懸命に生きていたのである。

課題の直面とそれを乗り越えていこうとするプロセスが適切であり、柔軟性をもっている
ならば、その経験は成長のステップとしての意味をもつ。しかし、受けとめきれないほどの

大きすぎる課題は、成長を育むどころか、むしろそれによって子どもたちを抑圧したり、押
し潰していくことも起こりえる。

避雌所で出会う子どもたちはうまく週応しつつある子どももおれば、適応に戸惑う子ども

もいたのである。この状況に対して我々ができることを検討したとき、子どものこころのケ
アに取り組む活動が始まった。

またここで「こころのケア」と言うとき、我々は治療としてのキュアとは一線を回して考

えており、専門家にできる治療としてのキュアに踏み込もうとしたのではないことを明らか
にしておく必要がある。

我々が考えたこころのケアとはデイケンズいうところの人間の根源的営みとしてのケアリン

グである。何もできなくとも、ただただ、寄り添うこと、温かい関心と信頼をもって見守り
続けること、心開いて関わり饒けること、その関係性の中にこそ、人間を癒し、エンパワメ

ントを可能にする力があると考えている。
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こうベキッズビタミン 1ブログラムでは、子どもたち問志の関係の中に、子どもとリーダ

ーの関係の中に、子どもと地域の高齢者との閲係の中に、また主催者と保護者の関係の中に、

リーダー同志の関係の中に、そうしたエンパワメントの関係を有機的に紡いでいくことをね

らいとした。「人は人によって癒される」人間の根源的掌みとしてのケアリングを我々はそ

のように理解した。

さらに特筆すぺきことは、関係性から個人をみただけでなく、ひとりひとりの人間の中に

あるセルフエスティーム（自尊感情・自己肯定感情）にも注目したことである。

セルフエスティームとは、自分を固賓の存在として大切に思う気持ちである。

欠点もあり．失敗もする自分という人間を、あるがままに受け入れ、肯定的に感じ取ること

のできる感情である。
僭人のセルフエスティームはもともと関係性の中で育まれるものであるが、環境や心身に

大きな影響を与えるような体験によって低められることが知られている。

しかも、現在の日本では｀加速度的な競争社会の影響と人間関係の希薄な状況の中で、子

どもたちのセルフエスティームが健全に育まれることが年々むつかしくなっている。このこ

とは震災を体験した阪神間の子どもたちだけでなく、日本の子どもの状況としてとらえてお

く必要があるということを付け加えておく。
、,:,•

2)経過の全体像

前述したように本事集は19 9 5年の震災直後から開始した大阪YWCAこころのケアプ

ロジェクトの中で、子どものための活動として実施してきたこうペキッズビタミン 1の3年

間の実績の上に行なわれたものである。

先の3年間の活動を含めた4年間の全活動の一覧は巻末の年表を参照して頂きたい。....'-

ではその大筋となる部分に絞って全体像をなぞってみることとする。

1 9 9 5年 1月

1 9 9 5年 2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月
10~12月

1996年 1月

, 7日、阪神淡路大震災

神戸市撞池小学校での子どもカーニバルを実施

子どものこころのケアについての公開研修会をたびたび実施

こうペキッズビタミン Iのプロジェクト立ち上げ
リーダーの公募と研修開始

避鯖所を巡回訪問し、子どもの参加を呼び掛ける
リーダー研修会を毎週継続的に実施

こうベキッズビタミン 1キャンブ実施
キャンプの思い出会実施

デイプログラムの実施

こうペキッズビタ
、."

ミン 1座第1回キャンプと公演
こうベキッズビタミン I座第2回公濱
地震がきても響くるもん公濱

1) 

‘,'‘,'‘'‘ 

2

3

4
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まず、この活動の基盤をつくることになったのは、 1)のビタミンIキャンプである。
このキャンブにあたっては心理や精神医学関係の専門家を加えた組織を編成した。そしてキ
ャンプは、こどもたちの不安や感情の発散ということを目的に、野外でののびのびした生活

時間と、ストレス発散のための多様なプログラムが考案された。（例：感情発散の仮面づくり、

インド舞踊、地震怪獣と神様の芝居、パペットショー（ぬいぐるみ劇）とテディペアのプレ
ゼントなど）このキャンプには当時避難所に在住していた子どもたちの参加を呼び掛けたが、

結果的には70人のうちたった2人だけであった。

このキャンプを一番必要としている子どもたちが参加できていない背景には、保護者に子

どもの問題についての配慮ができるほどに気分的な余裕がないためと感じられた。だから、
比較的物理的被害の少ない家庭の子どもたちが参加していた。これは保護者に子どものこと

を案じるだけの気分的余裕があったためともいえる。

このキャンプのリーダーとして応募してくれた青年は100人を越えた。残念ながら全員

に参加してもらうことはできなかったので、説明会を経て、15人ほどが残った。

このリーダーたちがキャンプのあとも引き続き会合を重ねて、2)のこうベキッズビタミ

ン1座キャンプと公濱を実施した。このプログラムが本事業の方向性を決定していった。

... ... -・ ・..... 

この内容は、仲間と一緒にパフォーマンスを身につけ、

その身につけた芸をもって仮設住宅の高齢者を訪問活動す

るというものであった。パフォーマンスの中身はダンス、
手品、アフリカ太鼓、パントマイム、音楽などで、子ども

に教えてくださる「違人」を発掘してきたのもリーダー自
身であった。そして先のキャンブの参加者や新に新聞の公
募を見た子どもたちが参加してくれた。

このプログラムの準備にあたってはリーダーの非常に積

極的な働きがあった。 1)のキャンプにおいてはまだ受け
身的にプログラムを進めていた新人リーダーたちだったが、

2)の準傭においては、 1)の経験を大いに活かして、自
主的にプログラムを立案するまでになっており、著しい成

長がみられた。

第1回のパフォーマンスキャンブの成果をもとに、その秋、キャンプではなく、日曜や祝

日に通うスタイルで第2回のビタミン 1座を公募した。リーダーによるメンバー募集の努力

は涙ぐましく、仮設住宅や学校、地域にビラまきに通った。1回目よりも多くの子どもたち
が参加した。この時のメンバーが一番今日に至るまで継績して参加している。この冬は冬休

みを活かして各地で公漬をし、そのことも大きな自信となっていった。

そのハイライトになった震災1Iii年メモリアル公濱 「地震がきても春くるもん」はリーダ
ーにとってもメンバーにと っても忘れられないものになった。リーダーにとっては、ひとつ

の意見の対立があった。見て頂く芸としてパフォーマンスの質を高めることをより追求する
のか、あるいは子どもたちの参加や喜びに重きを置くのか。

どちらも大切であり、また必ずしも相反するものでもないのだが、この時にはこの両者の

バランスが崩れかけた。一時、質の向上を強く求めようとする一部のリーダーの情熱に、子

どもたちが時に緊張し、萎縮する場面もあった。そのことをリーダー会では根気強く話し合
った。そして、我々はどこまでもまず子どもの参加や喜びを一書に考え、パフォーマンスの

質を追求することはあくまでもそのiiii値観の上にたって行なわれるものであるとの合意形成
をつくりだしていった。
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また多くのメンバーたちにとっても、この公演のあと中学進学や引っ越しなどを控え、別

れ別れになる予感があった。公濱の最中には観客の涙を誘った子どもたち自身が、公濱後の

修了式では涙涙の大合唱となった。

も

こうした経験を積み重ねる中で、我々は実践からたくさんのことを学び、それを我々なり

に理繍化していった。まず、パフォーマンスを身につけるプロセスで子どもたちが自分の新
しい可能性に挑戟することができること。またやり遂げることによって、連成感を得ること

ができること。また、どのパフォーマンスを選択するかということには子どもの自己決定を

尊璽することで、その後の練習ぷりにもよい効果が発揮されること。

実際、活動の全体を通して貫かれていたのは、子どもたちに十分な情報提供を行なうこと

とそれをもとに子どもが自己決定することを最大限尊重することであった。さらに、リーダ
ーによる温かい眼差し、仮設住宅の方々の温かい拍手が子どもたちにとってなによりのここ

ろの栄養になることを学ばされた。

リーダー自身にとってもそれは同じでメンバーやスタッフからの温かい眼差し、リーダー
問志のサポートが何よりのエネルギー源となった。子どもの自己決定を尊重し、自己教育力

を最大限に引き出すことで子どもたちのセルフエスティームが確実に育まれていった。
同時にそれはこの場に集い、関わった人たちにも育まれていったのである。リーダーしか

り、仮設住宅の高齢者の方しかり、保護者の方しかり、担当スタッフしかり、スーパーバイ

ザーしかり。

こうして方向付けができてきたビタミン 1座は1996年度、1997年度とその内容を

さらに深めながら、仮設住宅の方々やその他の地域の方々と交流してきた。
1 9 9 8年度はそうした経験を踏まえ、世代間交流と地域間交流のふたつを軸に、震災5
周年目にむけてこれらの実績を一旦集大成し、広く知らしめていくことを計画した。

そのことによって、この活動の成果がいろいろな所で活かされていくであろうことを心か

らねがって．
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①ねらい

よりよい青少年活動を実施していくためには継続したリーダー研修が重要である。こうべ
キッズビタミン 1でもその立ち上げから、一貫してリーダー研修を大切にしてきた。（ポラ

ンティア活動における研修の大切さについては大阪YWCAこころのケアプロジェクト報告

霧を参照されたい）

研修は大きく分けてふたつである。ひとつはいわゆる研修会であるC テーマを決め、専門

家を招いたり｀また自分たちで発表したりする形式をとりながら、活動に必要な学習を行な
うものであふ今年度は 5月に太鼓づくリワークショップ、 8月に野外キャンプトレーニ

ング、 9月にLe t's・パフォーマンス、 1 0月に子どもの遊びとパフォーマンスについ

てと思春期の子ども理舷のための研修を実施したc

もうひとつの研修はリーダー会という定期的な栢し合いの場である。この99し合いはグル

ープワークそのものであり、「）ーダーの自己覚知や自己開示を通して、自己理解、他者理解
を深めていく時間でもある。今日の社会全般に共通する雰題であるが、対人関係を不得手と

する青年が多くなっており｀ポランティアを志す青年層には人間関係での傷つき体験を大な
り小なりもつ人も多い。ごうした状況の中で定例ミーティングは一つの人間閲係つくりの場
であり、また癒しの場でもある必要がある。さらにリーダー自身のセルフエスティームが高

められ｀エンパワーしていくための場として機能していく必要があぶ
そうした場をつくりだしていくために、青年活動担当スクッフに「オグループワ・カ やフ

アシリテーターとしての相当の力量とスキルが求められるようになっている。リーダー会が
そうした場として機能しない時、活動は困難を極める．

R日時・会揚・内容

• 5月 YWCAとは？ YWCAの青少年活動の意味、リーダーの役割

太鼓づくりワークショップ

バケツを使って太鼓を手作りし、演奏した。

* 8月 野外キャンプトレーニング
夏のキャンブに向けて野外活動の技術を身につけた。

* 9月 L e t, s ・パフォーマンス
さまざまなパフォーマンスをリーダーが達人となって披露し、みんなが体験学

習した．これはメンバ一体験にもなった，

*10月 子どもの発逮と遊び、そしてバフォーマンス
子どもの遊びやパフォーマンスが発達にどのような影響や意味があるのかを理

譲的に学んだ。

思春期の子どもの理解
性教育の観点から、思呑期の子どもの心身について理解した。

*12月 青年にとってボランティア活動の意味や効粟について

これまでの活動をふりかえって、意味づける19し合いをしたc
＊通年 リーダー会

プログラムの企画を話し合いながら、活動全体の目的や目憬についての各人
の意識の明確化がはかられた。また括し合いと準偏作業を通して、人間関係

が築かれ、ひとりひとりのエンパワメントがはかられた。
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R評伍検討

今年度はパフォーマンスに関連する研修会が多くあった。しかしこれまでの研修の中で｀
PTSDについて、子どものこころのケアについて、対人援助者としての自己をみつめるワ

ークショップ、生と死をみつめるワークショップ、いのちをみつめるワークショッブ、グル

ープワータ研修などが実施されてきており、その上に今年の研修があったことは見落とすこ
とはできない。こういった自分をみつめ、人間をみつめる研修はリーダーにとっても時にし

んどさや難ししさを感じるものである。時間をかけ、ゆっくりと伺回も何回も繰り返しおこ
なわれることが効果的でもあり、必婆でもある。

実降、我がリーダー会を振リ返っても、この4年闇のひとりひとりの成長や変化は著しい。
こうした変化や成長は日々ゆっくりとしかし着実に進んでいるものだと痛感する。この要因

の大きなものにリーダー会という場、また子どもたちと共に過ごした場、公演での場それ

ぞれの体験が大きな意味をなしていることは間違いがない。

濯罪紐蒋邸ァふ誓忍；ふ応テ 叫，巧'お・:,,,:とパ紐＇イ裟沿

(1)ねらい

パフォーマンスキャンプに先立って、 1）子どもたちが自然の中でのびのびと過ごす体験

をもつ、 2）メンバー相互のコミュニケーションをはかること、のふたつを目的lこキャンプ
を実施した。テーマは「木と風と火の力をかりてみんなの力を合わせよう！ J 

Q且登
1泊2日と短い日程であったが、自然のまだまだ残っているキャンプ場でテント泊しなが
ら、野外生活を楽しんだ。グループ活動を通して、子どもたちが括し合い、ご飯づくりから

遊びまでじっくりと自已決定した上で行動することを尊重した。プログラムのすみずみに
まで、子どもたちが仲間との関係を紡ぎ、自分を他者に対して開いていくことができるよう

に考えられたc そのためにもまず、 リーダー自身が子どもたちゃリーダー仲間に対して自分

を開いていくことを心掛けたc

R評検討
ビタミン 1プログラムとしては珍しい野外活動キャンプであった。あまり深い意味を考え

過ぎずにただただ●然環境の中で「贅通の」キャンプをしてみたい、というリーダーたちの

思いから始まった。これには、詈段あまりにもすべてのことに意昧をおき、考えることの多

い活動をしていることへの反動でもあったといえる，
桔果的にはこの「普通の」キャンプの中にもたくさんの意味を見いだすごとになったc た

とえば都会に生活する我々が便利さと引き替えにたくさんのものをうしなってきたことへの

気づき。シンプルな生活の中で人間関係の豊かさや自然の恵みの大きさがかえって際立って

くること、自然が人間のこころを癒してくれることなどであったe
そして実際リーダー自身がつくったプログラム全体に、キャンプで歌う歌のひとつひとつ

に、キャンプファイアーでのゲームやメッセージに、スタンプラリーの質問の隅々に深い意
味が溢れていることに気づいて、それが「ビタミンらしさ」であったことをはっきりと●覚

できたことはよかった，

また、もちろん子どもたちにとっては、「自然の中で生かされている自分を大切に、そし

て仲間を大切に」することができ、次のパフォーマンスキャンプヘの期待をふくらませてい
くことにもつながった。
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3)パフォーマンスキャンプ

①ねらい

ビタミン 1の真骨頂でもあるこのキャンプは、

キャンプ中にパフォーマンスの練習をし、最終日
には仮設住宅などに訪問して公演会を行なうもの

である。
その全プロセスを通して｀子どもたちが自分と
いう大切な存在に気づき、仲間の存在に気づき、

地域に関わっていくことの楽しさや大切さに気づ

くことをねらいとしている。子どもの自己肯定感
情を育み、自己の新しい可能性を発見し、達成感

を得、他者への貫献を通して高次の自己実現をし
ていく喜びを体感することを目指されている。

もちろんこのことはリーダー自身にとっても目標であることはいうまでもない。

また保護者への働き掛けとして、説明会で保護者むけの講濱会を実施することと、アンケ

ートをとることで意識を高めて頂き協力態勢をつくつていくことをめざした。特に子どもの

セルフエスティームとそれを育むプロセスについて説明し、保護者にできることを具体的に
例示して実践をめざした。

②内容

2泊3日のキャンプの中で芸を身につけ、最終日は宝塚市立逆瀬台デイケアセンターの高
齢者の方々の前で公漬会を実施した。実質的には2日間で練習し、最終日は移動と公濱、修

了式で終わりとなる。練習の合間にもパーベキュー大会やキャンドルファイアーなどの楽し
い時間が盛り込まれている。

さて子どもたちの自己決定を尊重することは説明会から始まっている。そこでは、ダンス、

南京玉すだれ、歌とハンドベル、手品、韓国太鼓（チャンゴ）、司会進行などのパフォーマン

スのミニ体験をし｀自分がどの芸を練習するかを子ども自身が決める。決定したパフォーマ
ンスごとのグループがつくられ、キャンプ中の一番たくさんの時間はその練習にあてられる。

＇払と
しかし、集中力や体力の問題もあり、必ずしも

唸1↓l・.J．屯l；し ，；‘'甕 ？99竺累訊塁，翌翌盆‘品認
いかに子どもの自発性を引き出しながら、楽しみ

ながら、しかも見てもらう「芸Jにしていくかと
いう狭間で悩み苦しむ時でもある。

・点‘Vな霜・is 

〗-＝マ乞訳勺緊 この脳み苦しみは対人援助者にとって非常に
大切なことである。悩まず苦しまず、リーダーの

,..•一書て濯． ． ．”¢ • （ 一思いのままに子どもたちを練習させていくなら、
ある意味でとても楽な時間になるだろう。そこに

は対人援助者が自己を見つめ、問い直すというし
んどい作集がいらないのだから。しかし我々はい

つもその厳しい問い掛けを繰り返し、そのことに

よって成長してきたし、これからもそうしていく
だろうことに自負をもっている。
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1う百戸をとるか、結果をとるが
そのひとつの例に長らくの亭であった、司会進行もメンバーが担当することが今回初め

て実現したことを輩げたい，ひとつひとつの芸を披露することと違って、司会進行には、全
体の雰囲気を醗み散ったり、出し物と出し物とをうまくつなげたり｀お客さんとのコミュニ

ケーションを上手にとったり｀ちょっとしたアクシデントにもうまく対応していくことなど、
非常に多岐にわたる応用力が求められる，しかも出し物の出来不出来も司会の仕方ひとつに

でずいぶん印象がかわるものなのだ。そのため、これまではリーダーがその役をしてきたが
今回はふたりのメンパーがチャレンジすることになった。

のんびり屋のふた，）にとっては司会進行の璽要性はあまりみえておらす［他のグループが
懇命に練習している時間にもこれといって練習らしい練習がないようにみえた．，担当Jーダ
ー自身にとっては、各グループの特徴を把握したり、全体をみわたしながらブログラムの順

番を決定したりするプロセスを、 1からメンバーと作り上げていっているつもりの大切な綾
習時闇だったのだが。

けれどもそうしたブロセスは必ずしも紺果にあらわれないものもある。デイケアセンター

での公演は公演場所での＇）ハーサルができなかったことを含めて、いろいろなアクシデント
に見算われ、進行役も時にしどろもどろになった。にも関わらず、よくやれたととるべきか、

十分でなかったととるべきかリーダー会での意見は分かれに芸の質の高さも大切だと考え
る者、子どもたちの自主性自発性を育むプロセスが大切だと考える者、共にゆずることので

きない謙論が耳燃した。

この膿綸1ご時に傷つきながらも司会進行担当のリーダーは次の仮設住宅ふれあいセンター

での公演に向けて、メンパーの自宅まで出向いて打ち合せをするなど、前向きに取り組んだ。
稟たしてふれあいセンターでの公演の司会進行は2回目という落ち着きがあったにせよ、
担当＇）ーダーの思いを十分に受けとめながら共同準備してきたメンバーが見亭な笑顔の中で

プログラムを進めた。自分の閲わり方がよかったのかどうかを常に振り返りながら、気づき、
気づかされながら新たな関わり方を切り開いていくリーダーの姿をここにみる。

それは時に苦し<~つらく｀膚み、泣き泣き学ぶプロセスでもあり、時にうれしく｀せつ

なく、幸せなプロセスでもある｀

后ア—への修了証＇
このキャンプでの公漬を終えてバスでの帰路に思いが1tないことがおこった。リーダーた
ちのまった（知らないうちに、メンバーだけで準備してきたらしいリーダーヘの修了式が始
まったのである。プログラムにないプログうムである。（もっとも、ビタミンではプログラ

ムにないプログラムがよく起こるが、今回は全く予想だ1ごしていなかったので、心底びっく

りさせられた.)

子どもたちから、リーダーひとりひとりに修了証がプレゼントされたのである。手作りの
手書きの修了証である。ひとりずつに文面も違う。これは、毎回のビタミンキャンプの終わ

りに｀リーダーたちが夜を撤して書き上げるメンバーひとりひとりへの修了証と驚くほど似
ていた。度をくれたで賞」 r元気をくれたで賞J「やさしさをくれたで賞」「感動をくれたで
賞」などなど＇）ーダーひとりひとりを讃えるメンバーの言葉はどれも愛に溢れていた。
リーダーたちが子どもたちに惜しみなく与えてきたものは、このように子どもたちの中に

しっかり根付き、いつしか子どもたち自身のものとなって発信されるようになっていたので
ある。メンバーがひとりひとりのりーダーに、名前を統み上げ、拍手喝采の中でその修了証

を手渡していくあいだじゅう、リーダーたちは泣いた。ただ泣いた。喜びながら、驚きなが
ら、感動しながら、ただただ泣いた。
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そして後8、もうひとつ、私たちを泣かせたプレゼントがあった。しあわせの村仮設住宅

での最終公演のあと、広いグランドで修了式が行なわれた。例によって手作りのお守り袋と
ひとりひとりを讃える言葉が子どもたちに順々に手渡されあとで、今度は先の司会進行担当

のリーダーから、リーダーひとりひとりに手作りの4年間のアルバムが手渡されたのだ。

膨大な記録写真の中からその人が写っている写真をビックアップするだけでもどんなに大
変な作業であっただろう。その写真を組合せ、手作りのアルパム冊子のうえにたくさんのメ

ッセージとともにレイアウトされたセンスのよさ。 20人近いリーダーがもらった生涯忘れ

られないプレゼントでもあった。
彼女は今回のキャンプを通してさまざまな葛藤と戦っていたが、そのエネルギーをこのよ

うなプレゼントに昇葦していったことに私はうなるほかなかった。

ャ公演場所は仮設住宅か？福祉施設か？I
今回の公演先を決定するまでには紆余曲折があった。

これまでいくつかの仮設住宅のふれあいセンターでして
きたのだが、仮設住宅の閉鎖にむけて住民の動揺や不安

があり、それに伴う自治会運営の大変さなどが表面化し

てきたためだ。プログラム担当リーダーが実によく現地
に足を運び、住民の方々の思いを最優先する方向で協謹

した結果、 11月には仮設住宅では行なわず、代わって、

宝塚市立のデイケアセンターでの公濱となった。
のちに改めて仮設住宅での公濱が追加決定し、 12月

23日には、昨年もお世栢になった神戸市北区のしあわ
せの村仮設住宅でオプショナル公濱が行なわれた。

仮骰住宅から復興住宅への転居を含めて、神戸以外の人々には忘れられているかもしれな
い変化やきしみが統いている。そのことは阪神間に住んでいても見えにくくなっているのだ。

こうしたやりとりのひとつひとつの中に出会いがあり、知らなかったことを教えられるこ

とがたくさんある。そしてそれをきっかけに考えさせられることも数多くあるのだ。

ビタ ミンの活動においても震災へのこだわりから仮設住宅から復興住宅へと注目していく

べきか、地域へのこだわりから仮設住宅に限らず、福祉施設などに広く目をむけていくべき
か。あるいはさらに広い視野からみて、こうべ以外の子どもたちにも活動をひろげるべきか

などの課題を考えさせられるきっかけともなった。

1言葉で伝えるもの、言葉以外で伝えるものI
ビタミンではおそらく、とても大切にしたいこと、大切に共有したいことを子どもたちに

伝えるために言葉以外のものを大事にしている。リーダーひとりひとりの態度や行動、子ど

もたちとの関わり方やリーダー同志の関わり方の中で、ビタミンの4つのアイ（私の I、愛、

やさしいまなざしのEye,であい）やモットー（元気、勇気、やる気、笑いとまごころ）
を伝えていこうとしてきたといえる。（今書いていてそう思うだけであって、リーダー自身は

全く無意繊のうちにそのように行動していたように思う）

一方で、言葉にして伝えることも大切にしてきていた。朝のつどい｀タペのつどい、キャ
ンプファイアー、キャンドルナイト、修了式などの折々に、キャンプディレクターから語ら

れるメッセージは、短くともいつもメンバーやリーダーの心にしみわたるものであったよう
だ。わたしのいのちの大切さに気づき、生きることの使命に気づき、仲間の存在やそれに続

くいのちの運鎖への気づきを引き出すメッセージでもあった。まさに言葉にいのちがあった。
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ビタミンIのリーダーは言葉で表現する
ことは苦手で恥ずかしいと感じる謙虚で控

えめな人が多い。その朴訥としたよさと、

言葉で伝えなければわからない時もあるこ
とのバランスをひとりの中で実現していく

ことは難しく、今後の課題でもある。

しかし、キャンブの中では、その絶妙な
バランスがとれていたように思う。言葉以

外で表現されているものと、言葉で表現さ

れたものがみごとに一致し、うそいつわり
がないとき、伝えたいことは本当に伝わっ
ていくのだ。

-←・→! 
ぐ．

その意味で、キャンプディレクターが語ったメッセージのひとつひとつは、リーダーたち
の言葉にならない言葉を言語化したのだともいえる。

だからこそ、言葉は行動にびったり一致しており、またその言葉を聴くことによって、行
動はますます言葉に一致していったのかもしれない。

1キャンプディレククーの影響についてI

今回のキャンプの環境の中で、これまでのキャンプと大きく違ったことがあるとしたら、
キャンプディレクターの状態であったかもしれない。 4年間、一貫してディレクターを努め

てきた人物の精神的、肉体的な安定度は、困難な状況を乗り越えていくプロセスで、いつも
リーダーたちにとっての精神的なよりどころでもあった。

それが今回、儲人的な事情から今までになく心身が不安定な状態であった。これまでゆら

ぐことのなかった安定感から比べるとその状態は極めて異例のことであった。しかもそのこ
とはみんなに公表されていなかったので、逆に敏感にその状況を察したリーダーたちはディ
レクターのことを案じ、また不安にかられることもあったという。

ー·~

...？した中でリーダー会の中の運営に微妙な波紋が広がっていったということを棟み取れ
る。この状況すらも結果的には課題として、みんなで助け合い、秦り越えていった。

しかし、この経験から考えられることは、スタッフの影響力を小さく見過ぎてはいけない
ということである。今回はキャンプディレクター自身が、自分の今の状態と影響力について
軽くみようとしすぎていたといえる。

絹織にあっては、帷がやっても、いつでも、同じようにできなければいけないと考える人
がいるかもしれないが、人間に関わる仕事というものはそうではない。誰でもその人でなけ

ればできない役割をその時の状況の中で担っているのだ。そういう自分を常に意識化するこ
とは大切なことである。

③評伍検討

前述のように、パフォーマンスの質の高さをとるのか、子どもたちの自主性や自発性によ
るプロセスをとるのかという繕鰭をめぐって、このキャンプに対するリーダーたちの評価は

かなり分かれた時があった。しかし、私の評価は一貫している。とてもよかった。すべてが

よかった。関わったひとりひとりがその限られた条件の中で十分に力をつくしたのである。

そして、メンバーからの修了証を筆頭に、今回もまた忘れられない体験をたくさんしてき
た。それらは子どもたち自身やリーダーたちを青てていく大きなエネルギー源になったこと
はまちがいない。
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①ねらい

震災を契機に始まったビタミン［の活動をふりかえり、この経験を他地域でポランティア

活助する齋年たちとの交流の中で分かち合うことをねらいとしてつどいを実施したe

②内容

戸豆9ミン風1こl|
東京のオリンピック記念青少年センターで実施。闘西からは夜行パスで上京c 集いの全体
構成はビタミン［座の公濱スタイルを真似た。初めに座長からのごあいさつ。みんなでテー

マソングを歌ったり、緊張をほぐし仲間をつくるためのアイスブレイキングのゲーム。リー
ダーによるビタミン 1の活動のエビソードを物99るスタンツ（寸●l）、引き続いてビタミン
の4年間をまとめた感動のスライド上9丸

そして小西聖子、金香百合のふたりによる「ポランティア活動を考えるシンポジウムーご
うペキッズビタミン 1の活動からみえてきたもの一」が行なわれた。

コニ・キムコンビの絶妙なやりとりの中、ビタミン［の活動を多様な角度から分析してみ

せ、あとのグループディスカッションヘの有効な誘い水となった◇さていよいよ｀ 4つのテ

ーマ9,'のグループタイム.(4つのテーマ 1 こころのケアの視点をもったポランティア活
動 2 新しい青少年活動・プログラムの可能性 3．青年にとってのポランティア活動の意

味や効果 4 地域・コミュニティに開かれたポランティア活動の可能性）熱心さのあまり
時間延長したその話し合いをスタンツにまとめ上げて、全体交流会でそれぞれ発表。

スタンツに対するコメントキシンポジストからもらい、ゲームや歌を楽しんで最径の最
後はキャンドルセレモニーの中で参加者ひとりひとりが自分の思いを話って、感動的にしめ
くくられた。

1初めてのシンポジ§囚

ビタミン［のリーダーにとって、子ども対象のプログラムをつくってきたことはあっても、
成人対象のプログラムを計回実施することは初めてであった。「シンポジウム」という言葉

に急徴されるような堅苦しそうなプログラムはもっとも苦手な意識があった。

そのせいもあって準備の段階はまたまたいるいろな議論百出となったe ここにきてこの集

いの意義や意味がみいだせない、というものから、 4つのテーマについて考えられない｀呈
分たちに何が語れるのか、スタンツなんてつくれるのか、誰が参加してくれるのか（雅も参
加してくれないのではないか）といった不安までc

また実際｀事務量も大変なものだった。案内づくり、関東と関西での宣伝、資料づくり、

スライドづくり、プログラム用品のとりまとめ、往復の交通手段の手配、会場と宿泊先の手
配、話し合いの中身をつくっていくこと．など。キャンプのあと一息つく間もなく、これら

の作業に突入していった感がある．肉体的にも精神的にも、無理の上に無理を重ねた時期で

あった。にも開わらず、私たちはこの困難な課題をも乗り越えていった。

関西•関東の参加者たちからのアンケートはこの集いを準備計画してくれたことへの感謝
と、参加しての喜びや感動が綴られている。参加者“主植者ともに、ここに辿り着くまでは
見えなかったもの、わからなかったものが改めて明らかになってきたのだ。それぞれの地域

で青少年活動をしているリーダーたちが抱える問題や体験には非常に共通するものが多く、

互いに語り合うことの中で問題は随分整理さね解決の糸口さえみつかることがあるという
ことがわかったのだ。

-1>-



伝 ーマ別のグループディスカッションでは？I
関西、関東のポランティア経験をもつ青年の熱心な話し合いではこんな言葉が栢られた。

1)こころのケアの視点をもったポランティア活動

＊トラウマに問題意識をもっていたので参加した
＊心の傷が開いてしまった状態になってしまったらどうするのだろうと心配

＊知的ハンディキャップをもつ人にもこころのケアは必要だと感じて参加した
＊人間関係はむつかしい。自分もうつ病に悩んでこころのケアを受ける体験をした

＊臨床心理を学んでいたのに友人の心の病に対して何もしてあげられなかった

＊震災を通して改めてこころのケアの視点をもつことの大切さを感じた
＊「何をしてあげたらいいのだろうか」から「一緒につくりあげるもの」とわかった

＊問題を抱える子どもは限られた子どもと思っていたが、実際はどの子にもおこり

えるもの、ケアの必要性を感じた
＊家では 「よい子」をしながら、キャンプでやんちゃぶりをみせる子どものストレ

スをどう舷消させてあげられるか、と悩む
＊不登校や暴力の問題が表出して、はじめてケアが必要になるのではない。

本当は着段から日常においてケアの視点は必蔓だと思う

＊キャンプに参加する子はまだ愛情を受けている方だと思う。
親を亡くした子どもに実際ケアなんてできるのだろうか

＊いろんな事情で親と暮らせない子に接していると、愛情に飢え、自分のことを

受け入れられていないと感じる
＊ケアというとおおげさだが、リーダーが自分でできることを把櫃しておくことも大切
ビタミン Iでの学習会や活動後の毎回のふりかえりをしたのはその意味でもよかった
＊綱の心の状態によって子どもたちは状態も違っていた
＊「自分を認めること」の大切さを思う、自己開示は1度にできるものではない
＊知的ハンディをもつ人には自分を閉ざしがちな人も多いが、人前でハーモニカを

ふいて拍手をもらったことで社会に出ていくことのできた人がいた

＊安全であたたかい方法で子どもに「私が見ている」ことを伝える必要性を思う

ビタミンのEye （眼差し）に通じるね
＊ほめられること、そして人にあげることができると大きな喜びになる
＊自分で選んで、自分が発揮できる場、そのチャンスに出会えること、ビタミンI
みたいなのっていいね
＊ケアなんていうと、研究に走ってしまう傾向があるけど．そういうことはすぐ
子どもに伝わってしまう。でも一度参加させてもらった時、ピタミン Iにはそれを

包み込むやさしさや温かさがあると感じた
＊何度も震災の話をする人に、いつしかはねつけていた自分がいたが、何度でも

きいてあげるべきだった
＊でも自分の中にも聴ける範囲というものがあると思う。私はもう、「それ以上

聴けない」といったことがある
＊「つらくて、もう聴けない」と雷うことで、相手に同じように痛みを感じてもら

えたと思ったことがある
いや一、こころのケアって奥が深いですねぇ。 H:. 

晨必心r',1切 ぷ い べ
W璽烹、.0 、~
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2)新しい冑少年活動・プログラムの可能性
＊新しい、古いってなに？

＊新しいことを考えだすのは大変、同じことを饒けるのも大変

＊子どもたちのやりたいことをさせてあげたい、その可能性は？

＊自分の中でのマンネリ化が時にある
＊メンバーの中から意見を取り入れることをするが、メンバーにもよるかもしれない

＊子どもは騒いだりするかと思えば親の前では行儀よく、どちらが本当の顔？

＊メンパー同志の間で関係ができあがっているようには思えない。関係が希薄

＊子どもを取り巻く社会が急激に変化している中でさまざまな問題がおこっている。
そんな中で青少年活動も新しい着眼点や取り絹みが必妻になっているということ

ではないか？

＊こころのケアという視点や、パフォーマンスを取り入れることや、ボランティア
体験をとりいれることなどがそういうことかもしれない

＊また、昔からのYWCAのキャンプのやりかたのよさみたいなものも継承しながら
できるといい

＊全く新しいというわけではないが、身障児のキャンプなどもしたい
＊それも以前だったら、まったくなかったのではないか。

そういう意味で、やはり新しいと思う

3)青年にとってのポランティア活動の意昧や効果

＊どうしてポランティアをしようと思ったか？

...  ・. ;..... -.. .. 
'. .•.·· ら-9,．・守 -tシ`ク・・.,. .-..、ao.. 鬱¢..． 
．疇，；． ．ふ

＊ポランティアをするというより、同じ時間を仲間と共有できることが大切。

それによって得られるものが大きい

＊ポランティアをしているのか、自分が楽しんでいるのか、それ自体不明

＊子どもを見ていると自分の子ども時代をふりかえることができる
＊子どもと関わってきて、一緒に何かをやって作る活動を通して自分が楽しんでいる

＊自分が楽しいっていうのがいい、大事

＊ボランティア＝何かをしてあげるというより、みんなで楽しむこと
＊リーダーはひと りひとりの気持ちを聴くことで、キャンブを通してひと りひとりの

成長や向上を考られるきっかけになれるといいな

＊ポランティアとは 「撫償の奉仕活動」というより社会活動に自分から参加すること
楽しいから行っている。でも大変なことも多い。しかし蟷しそうな顔を見ると

それも吹っ飛ぶ

＊楽しいことを一緒にのびのびやりたい
＊楽しんでいるリーダーを見ているとメンバーも楽しい（「もらい笑い」現象がおこる）
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4)趣蟻・コミュニティに開かれたポランティア活動の可餡性

＊コミュニティの定糖が変化して、ふたつの意味がある（例 ：コミュニティ心理）

•同じ地域にすんでいる人々
•もっと広域で同じ価値観や共通の趣味をもっている人々
＊農村と都市部など、場所によってはコミュニティといってもイメージが全然違う
＊都市型では好きなもので付き合っていけば良い

＊農村部では地域に密着した活動をしていこうとする雰囲気がある

＊子ども会活動も親がいやがって役員をしたくない人がふえている

＊大阪の堺でのだんじりまつりの例から

•まつりにはヤンキーの若者たちも参加し真剣にだんじりを曳く。運帯感やまつ
心さわぐ雰囲気のなかでアイデンテイティが育てられる気がする

＊うちでは、小学生までは喜んで参加するが、中学高校生は出てこない

＊中学生には自分でやっているという雰囲気が重妻だ
＊セルフエスティームについても注目するといい関わりのヒントが得られるだろう

＊ひとり者でも地域で生きていける社会、同性愛者でもシングルでも受け入れられ

く社会であってほしいと思う
＊地域に人が集まれる環境も大切、仮設住宅でのふれあいセンターの意鶉は大きい

＊ハードとソフトの両方の条件に注目したい ． 
＊マンションでまつりの運営を呼び掛けたひとがおり亀その呼び掛けにこたえて
一緒にやりだす人がおり、周辺地域まで一績にまつりをするようになった。

働きかける人と応える人がいて成り立つ
＊ビタミン Iでは子どもたちが同じ地域の中にあっても、接点の少ない仮設住宅に
訪問することで神戸の街の復興を担う一員であるというアイデンテイティの形成
にも効果があった

＊自分の生まれた街に愛着をもてるってしあわせなことだ
*2001年から始まる総合学習でも学校を地域に開いていくことがいわれている

子どもと地域とをつないでいくことがますます璽要でかつ難しい時代だ
＊ビタミン Iの着眼点のすばらしさは、子どものエネルギーを地域に還元していく
仕組みをつくったことではないか、しかもそのことで子どもたちのセルフエス

ティームは高まり、子ども自身もエンパワーしていっている

③評伍検討
この集いを企画実施することによって、リーダーのこ

れまでとはまた違う新たな力が引き出され合った。また、
大変ではあったが、この準備のブロセスで、自分たちの

活動をふりかえり、スライドやビデオ、スタンツ、配布
資料といったものにまとめていく作業をしたことによっ

て、改めてそのすばらしさに気づくことができ、感慨新
たであった。

集いの当日にそれらを用いて興味深い報告をすること
ができ、参加者の高い評価も得て、違成感があった。

青年同志の関係をつくっていくことにも新たなチャレ

ンジがあった。

｀
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さらに、メインの課題でもあった経験交流はグループディスカッションを中心に、ブl

ラムの靖々で深められ、参加者それぞれの今後の活動にむけてエネルギーを養った。
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戸ともの生きる力を引き出す本事業の効果（リーター会より）I

これまでの活動から見えてきたもののポイントを絞ると、次の4点が明らかになった。

1) 「こころのケア」の視点を持ったボランティア活動

2)新しい青少年活動・プログラムの可能性。

3)青少年にとってのボランティア活動の意味や効果

4) 地域•コミュニティーに開かれたボランティア活動の可能性

「青年ポランティア経験交流の集い」において、これらのテーマ別に話し合いを持ち、そ

の発言は事集報告の項に紹介したとおりである。
ここでは、準傭の段階でビタミン ［のリーダー会、及びリーダー研修会でt舌し合われたも
のを蔓約した。

確かに専門家による我々の活動の分析も｀客観的な資料としては重要だ。しかし、実際こ
の活動に関わってきたリーダーが、どのように捉えていたのか、そして、どの様な思いで関

わっていたのかを続み敢ることができる。

疇墓惑援塗迫頓煮疇池圏屁房既顎虜響鰈頸餞蟹璽高惹銅

1.ピタミン Iの活動は「こころのケア」の視点をもっているのか？

;-・ 

①ビタミン 1では本当に精神的に病ん

でいる子どもではなく、震災の影響

をあまり受けていない子どもへの働

きかけ。

②震災直後のキャンプの際に、避難所

にまわってビラを配ったが、避難所

や、仮設からの参加者は少なかった。

↓ 

親に余裕がないと子どもがキャンプ

に参加できない。

③震災直後は震災によるストレスも多く、それを意識してプログラムを実践してきた。

それは時と共に変化してきた。

④現在は、精神病の患者ではない子どもも、多くのストレスを感じている。

それに対する「こころのケア」 （震災直後に関わったポランティアは身体を健康にする
ことに重点が置かれていた。）
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2 ビタミン 1でいう「こころのケア」とは？

① 「こころのケア」という言葉の

とらえ方で、素人にそんなこと
ができるのかという反感を買う

ことがある。

②「こころのケア」という言葉を

使うことによって、住民が病人

扱いされているように感じてし

まうという弊害があった。
(EX. 仮設訪問にて）

③ビタミン Iでの「こころのケア」は「よりそ
う」という意味合いが強い。

④「ケアJと 「キュア」の違い。

⑤素人だからできる、対等な関係の中にあるケう

↓ 

リーダーの受容によって、子どもの精神の安月

が得られる＝ビタミン的 「こころのケア」

3. 「こころのケア」は相互作用である。
メンバーだけ元気になって、リーダーが元気でなくなる（病れてしまう）プログラムは．

「こころのケア」ができていない。相互作用でお互いに元気になっていく。

？幻葺tt、青少年活動ビ和・:グラ込の可能性ぶ：・'，.t▼ : ]  • 

， が‘.、•(・・，
.,.. • 9 年．•8 ....,• 9.．：竺名認．乍i~ C‘’、,．9・;. 9rど．．．ぶ， t

I古いプログラムとは？l
1．子ども会活動一昭和30年代より盛んになる。目的は地域ぐるみの非行防止活動。

2.CAMP活動ーYWCA、YMCA、ポーイスカウト、ガールスカウトなどによって

行われた。目的は野外活動で自然と親しみ、仲間づくりをすること。

子どもが勝手に遊ぶプログラムではない。
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巨のどんな所が新しいプ五グラムなのか？l
1パフォーマンスを取り入れる。

.....,. , •.. 

①自己表現をし、人に披露することで、喜びを得る。

EX．山ちゃん（ダンスの時生き生き）

碑されたオ能を発見し、それにより自信がつく。
↑ 

学校ではできない体験

2．手作りにこだわり、励ましのメッセージを送る。EX.修了証
↓ 

メンバーからの年賀状や修了証は手作りで、

リーダーが書いたようなものと同じ言葉で励ましてくれる。

4.ルールが少ない。

①長いグループタイム

l 
学校生活と違って、タイトな時間ではない。

②子どもの自己決定権を保証している。

↓ 

3.リーダーの関わり方が全面的受容型。
↓ 

学校とは違う。

①メンバーが将来ビタミン 1のリー

ダーの様なリーダーになりたいと

言う。 1 

受容されている実感。

新しい子どももなじみやすい。
↓ 

リピーターが多い。

日常では自分で決定することが少なくなっている中、初めは「～していいつ」と許可を

求めるメンパーも、自分で何をするか、どんなルールでするか、決められる様になる。

5地域とのつながりを持つ。

l 
人とのつながりが薄い現代社会

①人とつながることを実践できる。（自分、リーダー、地域の人）

②仮設住宅に行き、子どもがビラを配る。（地域の人と闘わる手段）
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宵年にとってのポランティア活動の意味や効果

匝豆]元這函
1学びの湯
＊社会（視野）が広がる。新しい体験ができる。←自発的、能動的だからこそ。

2 つながりの場
＊様々な年齢、境遇、価値観の人たちとの出会い．

•コミュニケーションを学ぺる。

•人の痛みが分かるようになる c

3 振返りの湯
＊自分への自信がつく。＝ ［自分にもできることがあるJと詑諏できる．
＊日常から離脱できる。

4 変化の場
•自分のポランティアに対するイメージが変化するc =0lVE&TAKEの関係を理維できる
＊身近な人のポランティアヘの意識が変化する。（参加しやすくなるかもしれない.)

l自分のポランテ1て堕勁についd
1 活動する前感じたこと＝爛見があった。

2活動してから感じたこと

①ポラン子ィア活動をしている事を人には言わない。

r 
大した事をしていないのに、 9●い事をしていると言われたくない。

②楽しいからやっている。やりたい人がやりたいことをやっている。
(EX 学生サークル）

③心に今まで感じた事のない温かいものを感じる。（継続する理由）

④未だ自分の事しか考えられず、 1まずかしい。

⑤たまには擾り返りも必要。

4 ビタミン 1で活動する意味＝震災ポランティアとしての意味

①地震の被災体験が強烈

↓ 

神戸の人に何かしよう。

②色々なことを受け容れられるようになった。

③地震の事を大阪の人には騒れなかったが、ビタミン 1では語れるようになった。
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嬌域・コミュニティに開がれたポランティア活動の可能性

西
現在の子どもは地域とつながることが難しい状況にある。

(EX.保育園でも、安全面から地元の老人ホームとの交流ができない。←実施の困難さ）
l 

そんな中でピタミンI座の活動は、子どもにチャンスを与え、きっかけ作りができる。

巫―母四
「地域」一共通する人たちの土地、 時に縛られることもある。

「コミュニティー」 一共通の関心や、ニーズを持った人たちの集まり。地域より幅広い。
l 

ある意味でビタミン 1の活動もコミュニティーに当てはまる。

ふれあいセンター

●謳四．』令 vだ≫
園 こ

1ポランティア自身と地域との関係ーピタミンIの湯合|
1，兵庫出身者

＊地域には関わっていないが、アイデンテイティーはある。 EX. 芦屋っ子、神戸っ子
＊体育館に避難していた際、地元の人と関わらなかった。

＊自分の地域はとても狭い。

2，大阪出身者

＊自宅から少し繭れた場所でも違和感がある。

＊自分の地域はとても狭い。

3自分の出身地と閲係ないところに住んでいる人

＊単身で住む＝どこのコミュニティーにも属さない。

自宅•もしくは会社だけしかコミュニティになり得ない人の増加。
＊職場が、実家がコミュニティ一つ

＊結婚、子育てがコミュニティーにつながるきっかけになる様に感じる。
＊地填とコミュニティは別

↓ 

コミュニティーに属しても、地域とつながらない空白はうめられない。
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蔽灸地の人にとって地域とはぜご凩

この箪悶の宵景
9月に行われた「青年ポランティア経験交流の集い」に、ビタミン］では「歩いていこ

ko  b eといっしょに これからも…」というテーマを付けた。

これを決めるまでに、リーダー間で、被災地と大阪との温度差について疑問点があり、
タミン 9が東京でこのテーマを主張できるのか，何度も話し合いが持たれた。

結烏現在も神戸は復興途中にあり、そのことを忘れないで欲しいと言う気持ちで， 9

マに取り入れるごとになった。この紹綸には兵庫県出身のリーダーの意見が大きく影響l
いる。大阪出身のリーダーにはためらいがある。

1 ・兵庫県出身者の意見
•同じ兵庫県内でも地震の被害で判断c
「無意識（自分の中ではっきりしない）に区別する」

•大販は違う。震災のことを考えてくれも（気を使ってくれるのは99 しい）

2 大阪出身者の意見
＊被災地の人の「来てくれてありがとう。」という言葉。→迷惑ではないか不安1こなる

3 被災者についての洞察

地霜の被害が大きかったところは地域のつながりが濃かったところc
j 

仮設でのコミュニティ・ーの再生ヽ援助「ふれあいセンタ 」

↓ 

困難—高齢者は若い人よりつながるのが難しい。
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宦専門家の目から活動を概観する

この活動の最初から最後まで関わったひとりの者として、今こうして活動の概観を書かせ

て頂くことをとても光栄に思い、また感謝している。 さて、ビタミン 1の活動を特徴づけ
るものをいくつかに絞つてみるとこうなる。

.．．．¥ •・ふ・｀’:;I: •: 9:， ．：，．‘· ,．．．、··~:<:·:~:'.·ゞ 9;•9:i’・・ →, , t・ •ふ”況鷹研蒻りの碑．＇翫聾•一洛3 ．翠．’·，'う：E ．キ•'怜遥' :,； ・ぶ';·.:.. i••‘\‘· , ． ． 0. ．^，．．、.iご．．：ゞ· • •¢ふ•1;'li7心.,.,;．．、,.:· :'ふ" .・ •、:x :.f..，9 • •‘ぶ，．．．をヽ；．．． 9,.巧．‘屯；」・'.‘,.、.'疫'::.. .';• :,:. 、'誓；·•..:．、

くはじめに＞にもあるように、愛という言葉は時に甘っちょろく、理想誼的で、抽象的な

空蒻に感じる人もあるかもしれない。しかし、人間の肉眼で見ることができないからといっ
て謹がその存在を否定することができようか。

もとより、人間の肉眼に見えないため存在していることがわからなかった空気や引力とい
ったものも、いまや科学的にその存在が証明されている。後世に愛というものの存在が科学

的に証明される時がくるかもしれないことを誰が否定できるだろう。（といっても私にとっ

てはそれが証明されようがされまいが重要なことではない）

.~ -•. 
I.'  
J •,` -̂ -．、．．．
. ・"'.,．へ9- • 

-- とにかく、ビタミン 1の活動を振り

返ったとき、それが愛というエネルギー

の働く磁場で行なわれていたことを知る

必要がある。愛されていることを実感す

ることによってエネルギーを取り入れ、
自分を好きになることによってエネルギ

ーを内在化し、愛することによってエネ

ルギーを放出する。
この愛のエネルギーの循環によって、

生きているものはますます楽しく、心を
躍動させていくことになる。

この磁場を最初に意諏的につくつていくのはファシリテーターでもあるキャンプディレク
ターの役割だ。キャンプディレクターは自ら愛され、愛することの関わりの中で、この愛の

磁場をつくつていく。この磁場があって、次の項にある個人のセルフエスティームとエンバ
ワメントが実現していく。

おそらく、この愛の磁場はこころのケアの実践にとっては不可欠のものである。しかし｀

それにとどまらず、今日の家窟、学校をはじめとし、人間の存在するところに必ず必要なも
のである。むしろその磁場がなくなってしまったので、今8の子どもを取り巻く問題が起こ

っているようにも思える。

子どもたちは愛されていると実感

できなくなり、愛するということを
体現できなくなっていく。

それは大人の状況にほかならない。
界9疇這9,"→ 
蔓涵も ＾逗翠
O馳

. ..99 . R. 
〇足
,.,;, 

• → ...99. r • • •9..9’ 
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個々人の中での愛のエネルギーを考える時、セルフエスティーム（自己肯定感情）はその

根幹をなすものである。人間のこころがあたためられている状態といえようか。認められた

り、関心を寄せられたり、温かくみつめられたり、あるがままを受容されることによって、
人間のこころはあたためられる。セルフエスティームが高まっている状態である。

この状態では自己開示（自分自身について心開いて語ること）が容易になってくる。そし

てまた、人が語るものについても心開いて聴こうとすることがおこる。エネルギーを放出し
たり、取り入れたりする「人との相互作用」が可能になっている状態だ。

エンパワメントは力を引き出している状態を

いうが、これは引き出されている状態でもあり、

相互作用の中で起こるものである。セルフエス
ティームが高まり、安心と信頼の関係の中で、

相互作用しあって自己表現をしたり、行動した

りできることはエンパワメントしている状態で
ある。

この状態を子どもたち同志の中で、子どもと

リーダーの関係の中で、リーダー同志の関係の
中で、仮設住宅住民の方と子どもたちの中で、

住民の方とリーダーの中で、リーダーとスタッ
フの関係の中で作り出し、紡ぎ合っていったのである。

ビタミン Iでは、現象的に起こることがすべてつながり、関わりあっているというホリス
ティックな価値観が大切にされていた。子どもたちは神戸の街の状況の影響を受け、保護者

の心理的状況の影響を受けている。リーダーたちもまた子どもたちの影響を受け、元気にも
なり、落ち込みもした。高齢者の方々は子どもの笑顔になごみ、その学校名を聴くほどにな
つかしげにうなづいておられた。

時と空間を共有している我々がつながっていることはもちろんのこととして、時空を超え
てなお我々はいのちの営みという運鎖の中にいる自分をみつめていた。

震災で親を亡くすなどして一薔傷つき、ビタミン 1のような場を最も必要としてい，
'e9子どもたちに私たちは参加してほしかったが、してもらうことはできなかった。

しかし、私たちはいつも語っていたのだ。今のビタミンのメンバーが、彼らの人生の中で、
きっとその子どもたちに出会っていくだろう。関わりをもっていくだろう。彼らは同時代を

生きていく子どもたちなのだ。その時、時空を超えて、私たちの愛はきっとメンバーひとり
ひとりのいのちを通して届けられていくに違いないと。

また、リーダーたちが仮設住宅の自治会の方々と心開いた関係を警段からもとりつづけて
きており、どんなに償頼して頂いていたかは、案外知られていないだけにぜひ付け加えてお
きたい．
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ビタミン 1の活動は常に柔軟性と寛容性にきわめて富んでいた。それは団体としてのYW

CAの特徴でもある。組織が権威的で、硬直化しているとこのような活動は実現しなかった

だろう。しかし、その組織をつくっているのもまた、一人一人の人間であることからいえば、
ここに集った人たちの柔軟性と寛容性が鍵であったといえる。
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自己表現の手段としてのパフォーマンスを

青少年活動の中にうまく取り入れていること
はビタミン Iの特微だ。もちろん従来の青少
年の文化活動の中にはこうしたパフォーマン

スにもっと長期間をかけて取り組み、より質

の高いものをめざしたものもある。

しかし、ビタミンでは質の高さの追求では

なく、子どもの主体性や参加の喜びにより重

きをおいた。そして限られた時間の中である
程度マスターでき、そのバフォーマンスが観

客となる人々にも喜んでもらえるものを考慮
した。子どもたちが小さな自信でよいから、

確実に自分のものにしていくように配慮した。

長年参加してきた子どもたちの中には、そうした小さな自信を積み重ねて、 「自他への償
頼」を着実に青てている様子がうかがえる。
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青少年活動におけるリーダー養成の重要性は昔からいわれ続けている。しかも年々難しく
なっている。理由のひとつは青年たちに多様な人間関係の経験が少なくなっていることであ

る。そのためにリーダー同志の人間関係をつくることや、グループリーダーになったときに
子どもたちとの人間関係をつくることにつまづきやすくなる。
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リーダー養成にあっては、人間関係をつくる

ことを体験学習しながらすすめることが大切だ。

またリーダー自身のセルフエスティームとエ
ンパワメントに注目することは絶対に必要であ
る。

近年の特徴として、ポランティア活動を志す
青年には特にセルフエスティームが低いために、

自己評価が厳しくなりすぎる人が多く、結景と

して過度の緊張や萎縮や思い込みが生じやすい。
その状態のままでは、状況を適切に杭取り、判

断することも顛しくなる。
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ビタミン 1では、まず、リーダーひとりひとりが自分の価値に気づき、内在化されている
たくさんの可能性に気づくことをこころがけた。そのためには自分を好きになるワークショ

ップなども有効である。しかし、それらの研修にはすべてのリーダーが参加できたわけでは

なかった。そのため、一番有効に機能したのはリーダー会でのすべてのプロセスと、活動直
後の振り返りミーティングである。

特に振り返りミーティングは癒れていても必ずその日のうちに実施し、リーダーたちのデ

ィブリーフィング（ちょっとした吐き出し）の効果があった。さらに活動を振り返る時に、
厳しすぎる自己評価になりやすいリーダーたちに｀適切なスーパーバイズ（専門的助言）を

提供することで自己の思い込みやゆがみに気づき、安心と自信をもって帰宅できるという意
味があった。

その点からいうと、今回のパフォーマンスキャ

ンブでは初めて、その日のうちに振り返りミーテ

ィングをしなかった。

肉体的に叢れ切っていたせいではあるが、後に

なってリーダー同志の行き違いがあったことを思
うと、多少の無理をしてでも、あの日のうちに振

り返りをしておくほうがよかったと思う。 9
,

．
4
 笥瀑躙楔頭“月褥翠盤緊陀爺翠ご謬fi・:；寄＇な摯翠落恐．：咬和？え、‘:．絲

大阪YWCAこころのケアプロジェク トでは、遵難所訪問活動を立ち上げた時から専門家
にスーパーバイザーとして関わって頂いたので、引き続いて立ち上げたビタミン 1でも専門
家を含んだ組織編成を行なった。

もともと YWCAにはユースワーカー兼ポランティアコーディネーターという専門スタッ
フがいたが、それに加えて、外部から心理臨床家や精神科医の協力を頂いたことによって支

橿態勢はかなり充実していたといえる。こうした専門家の存在によって、子どもをサポート

すること、リーダーをサポートすること、スタッフをサポートすることに複合的な効果があ
った．

今回の青年ポランティアの経験交流のつどいでのシンポジウムもそうであるが、率直で親
しみのある開かれた関係がそこにはあった。

さまざまなリーダー研修会や撮り返りミーティング、キャンプにおいて、専門家という権

威ぶった上下の関係でなく、むしろ対等なパートナーシップを築き上げていくことができた。

この相互作用の中で双方に成長や発見のある関係をつくれた。 真に 「共育者」であろうと
した教育者たちであったといえる。

キャンプで自ら 1日がかりで地震おばけをつくり、神様に扮してその弔いをしたのは他な
らぬスーパーバイザーであった。そのように、ひとりの仲間として参加し、心から楽しむこ

とのできる1111かれた専門家であったからこそ、ますますその存在は効果的であった。

その点、いわゆる専門家然とした人では、このような活動の中ではあまり効景的な働きは

できないであろう。 専門家のパーソナリティもまたそれほどに大切なのである。今回、得鑓
い方々に恵まれたことに心から感謝する。
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8)ひとりひとりが大切にされていること、

ピタミン（の活動では本当にひとりひとりが大切にされていることを実感する。メンバー

は勿誼、リーダーも、スタッフも、スーパーバイザーも。仮設住宅の住民の方に対しても、

他のボランティアグループの人たちに対しても。相手の立場にたって考えるということをい
つも心がけていたといえる。

また人間の存在に対して、肯定的なメッセージを送ることもピタミン Iの中でいつのまに
か身についてきたものである。人間は大切にされてきたように、自分も人を大切にするもの
である。

この靖的な例がメンバーからリーダーヘの修了証であろう。メンバーたちが毎回楽しみに
して受け敢っていたという修了証は、リーダーがひとりひとりのメンバーに対して心をこめ

て書くものだ。キャンプ最終日の前夜はこれを完成させるために深夜に及ぶ作業となる。キ

ャンプ中にあった出来事や体験からその子に最もふさわしい言葉を選びとりながら書き上げ
るのだ。

今回、メンバーたちがリーダーたちに全く気づかれぬようにキャンプの夜に書き上げた修

了証は、突然の思いがけないプレゼントであった。そしてそれは内容から手渡し方まで、い
つもリーダーたちがメンバーにしていたのとそっくりであった。

このように、 相手を思いやり、真心を
届けようとする行動は、自分自身が大切

にされる中で身にしみついてしまってい
たのだ。

翌詞こ彎罰ぬぐ壽市販のものを買うと楽ではあるが、ビタミン Iでは手作りのものを大切にする価値観がし
っかりと根付いていた。そのため、ますます準備は大変になるのだが、そのことをいとわな
いリーダーたちであった。

9)喜びの三段階が見事に実現されていること9

文部省主催の報告会で専門家の助言の中で頂いたお褒めの言葉によると 「ビタミン［の活
動には喜びの三段階が見事に実現されている」としヽっ._とであった。その喜びの三段階とは、
もらう喜び、できる喜び、あげる喜びである。

「もらう喜び」では子どもたちはまず、リーダーたちからたっぶりの愛をもらう。 練習を

通して、それ以外のたくさんの関わりを通して、子どもたちに注がれる眼差しは温かい。
そしてまた、仮設住宅の高齢者の方々からもたくさんの愛を頂いている。公演での大きな

拍手、失敗しても大きな応援が寄せられ、温かい感謝の言葉やお手紙、お礼状．

どれもこれも子どもたちが 「もらう喜ひ．」を十分に満喫できる機会となっている。ところ
でもらう喜びとは、生まれてきた時から神様にもらってきた愛にその起源を発している。

もらっている愛に気づき、それを受けいれることができる時、人からもらうこともまたで

きるようになる。すべてのことを、すべてのものを感謝しつつ、しつかりともらうこと、こ
れはできそうで簡単にできることではない。

-29-



「できる喜び」はいうまでもなく、パフォーマンスを練習によって自分のものにしていく
中で獲得されている。そしてできるようになっていくブロセスをグループの仲間やリーダー

と共に過ごしていることも見逃せない。自分だけで、自分だけができるようになるのではな

い。自分もでき、仲間もできるようになり、私たちみんなができるようになるプロセスだ。
メンバー同志の中で教えたり、教えられたりする大切なプロセスだ。

もちろん、はじめから上手にこの関係をつくられるわけではない。子どもたちのこれまで

の日常生活の中で、友違と比べられ評価されることが多過ぎるので、このように心底対等な
友人関係をつくることが難しくなっている。

ピタミン 1では、褒めるときも、認める

ときも、勇気づけるときも、人と比べるよ

うな言葉やそれによって点数づけるような
言動はほとんどない。

その人ひとりひとりを大切な固有な存在
としてみているからだ．

ナンパーワンではなくオンリーワンの存

在としての子どもたちをみているのだ。

― :ご記
．` 

｀ { 

「あげる喜び」はいつもキャンプの終わりにたくさんあらわれる。仮設住宅のふれあいセ
ンターでピタミン Iの公濱を行う時がそのひとつのハイライ トである。
練習したパフォーマンスを披露して、観客の笑顔と拍手に包まれる晴れ舞台でもある。こ

の瞬間はすでに 「あげる喜び」だけでなく、「もらう喜びJ、「できる喜び」のどれをも満喫
している時でもある。
すぺては関係の中におこり、すぺてが相景効果となって引き出しあっている。

しかし、パフォーマンスのように何かをして、はじめて他者に 「してあげること」ができ
るのではない。むしろ、なにもしなくとも、ただ 「いる」だけで、ただただそこにいるだけ

で、もうすでに 「してあげている」のだと思う。子どもたちがいる、そのことだけで喜ぶこ

とのできるリーダーたちがいる。仮設住宅の方々もおそらくそうだろう。自分たちのことを
忘れずにいてくれるこどもたちが「いる」。

いること、存在していること、それは

やがて、目の前に存在することだけでな
く、リーダーや住民の方々の心の中に存

在することまでを含んでいる。
そう、時空を超えて存在すること、そ

のこと自体が、関係の中ですでに何かを

して 「あげて」いることなのだ。

すでにそういう存在である人間が、

「あげる喜び」をもう少しだけ自覚する
瞬間が、こうして実際に何かをして 「あ

げる」時なのだろう。

喜びの三段階を子どもたちに起こっていることから続み解いてみた。しかし、すでにお気
付きのように、このことはリーダーたちの中に起こっており、高齢者の方々の中に起こって

おり、闇わってくださったすぺての方々の中に起こっていたことなのである。
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喜びはモノではない。これほどモノに溢れた現代社会の中にあって、ビタミンの活動の中

でやりとりされたもの、あげたりもらったりしたものは何一つ高価なモノはない。どれもこ
れも見栄えは既製品のようにパッとしないかもしれない手作りのもの。

あるいは目に見えることもなく、手

でさわることもできないようなものば
かりだ。

しかし｀
たたかく、

それらは確かに存在し、あ

やわらかだった。

我々に寄り添い、こころを温め、こ

ころをやさしく包み込み、こころを癒
すものであったのだ。

これを説明しようとするとき、今の我々は「愛」以上にふさわしい言葉をもっていない。
そしてこの相互作用の働く時空はまさに 「愛の磁場」といえるだろう。

まだまだ書ききれないたくさんのことがある。たとえば「いのちをみつめるJキャンプの

こと。そのためのリーダー研修として「生と死をを考えるワークショップJも実施した。こ
のプロセスの中にもたくさんの報告すぺきことがあるように思える。

また、親と子の双方のリラクゼーションと癒しをめざして行なった 「親子キャンプ」のこ
と。そこには従来のキャンプにないたくさんの工夫があった。親のためのグループやそのグ

ループカウンセラーをおき、親のためのワークショップやリラックスタイムを導入して、ど
れも効果をあげた。

この経験からは今の時代の「親子関係づくり」にキャンブプログラムが貢軟できる可能性
がはっきりとみえてきた。

今 2001年からの総合学習の導入にむけて学校現場ではさまざまな研修や準備が進ん
でいるが、ビタミン］の活動実践はまさに地域に開かれた総合的な学習としてたくさんの示
唆を残している。

ビタミン Iの活動実践を総合学習としての視点から分析すること、「心の教育」として分
析すること、「ポランティア学習」として分析することなど、今後に残された課題である．

スーパーバイザー

金香百合
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